
292

16.

 615. 785. 14: 615. 71: 612. 146

「ス ト リ ヒ ニ ン誘 導 膿」ノ 藥 理 學 的 研 究

(第3報)

心 臟,血 管 竝 ニ血 壓 ニ對 ス ル 作 用

岡山醫科大學藥理學教室(主 任奥島教授)

小 泉 三 郎

[昭 和12年9月17日 受 稿]

Ans dem Pharmakologischcn Institut der Mcdizinischcn Fakultat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. K. Okushima)

 Pharmakologische Studien einiger Strychninderivate. 

(III. Nitteilung )

Wirkung auf das Herz, Blutgefass 

 und den Blutdruck.

Von

Saburo Koizumi.

Eingegangen am 17. September 1937.

1. Die Strychninderivate, wie Athylstrychninsulfat I (aus Jodathylstrychnin), 

 Athylstrychninsulfat II (von Diathylsulfat), Jodathylstrychnin and Strychninsaure-

athylbetain wirken von kleinen bis grossen Dosen auf das Froschherz lahmend.Sie

 unterdrucken die Systole und rufen eine Bradykardie hervor. Der Augriffspunkt dieser 

Wirkung ist hauptsachlich im Muskel selbst zu suchen, wabrend das autonome Nerven-

system nicht in Mitleidenechaft gezogen wird. 

 Vergleicht man die Starke dieser Wirkung mit der des Strychnine, so ergibt sich 

 folgendens: Die wirksame Minimaldosis dieser Stoffe ist etwa 10mal grosser als die 

des Strychnine (uur bei Strychninsaurathylbetain ca 50mal), und die auf das Herz 

 ganz lahmend wirkende Dose dieser Derivate ist auch uber 50mal grosser ale die der 
Muttersubstanz.
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 2. Auf die Kaninchenohr-, Froschschenkel- und Kaninchendunndarmgefasse wir-

ken diese Derivate von kleinen bis grossen Dosen immer verengernd, wobei die zuletzt 

 genannten Gefasse gegen diese Gifte viel unempfindlicher sind als die anderen. Der 
Angriffspunkt wird auch hauptsachlich am Muskel selbst nachgewiesen; eine Wirkung 

auf den Sympathicus scheint nicht vorhanden zu sein. 

 Strychnin ruft in kleinen Dosen durch die Reizung des sympathischen Vasokon-

striktoren eine Gefasskontraktion hervor, in mittleren durch die Lahmung detselben 

Nerven eine Erweiterung und in grossen Dosen durch den Muskelreiz eine Kontraktion 

 und dann durch dessen Lahmung eine Erweiterung oder von Anfang an eine Erweite-

rung hervor. Die Wirkung dieser Derivate ist also von der des Strychnins qualitativ 

verschieden. Dagegen lasst sie sich von der des Strychnins quantitativ, gemessen an 

der wirksamen Minimaldosis, kaum unterscheiden. 

 3. Bei intravenoser Darreichung uben dieser Derivate auf den Blutdruck des 

Kaninchens immer eine erniedrigende Wirkung aus. Beim mit Chloralhydrat vor-

behandelten Kanincnen wird die blutdrucksenkende Wirkung bei alien Dosen in keiner 

 Weise verhindert, was zeigt, dass diese Blutdrucksenkung nicht auf einer Lahmung des 

 Vasomotorenzentrums beruft. Ferner, nach Eiuwirkung dieser Stoffe wird die blut-

drucksteigerude Wirkung des Adrenaline und des Adrenalons nicht spezifisch beein-

flusst, was dafur spricht, dass eine Wirkung auf den Sympathicus fehlt. Anderseits 

uben die genannten Stoffe auf die peripheren Gefasse eine verengernde Wirkung aus.

 Bezuglich des Mechanismus der blutdrucksenkenden Wirkung dieser Gifte lage somit 

der Gedanke nahe, dass diese Blutdrucksenkung bis zu einem gewissen Grade auf der 

Storung der Herzaktion beruft. 

  4. Bezuglich der Wirkung der vier Strychuinderivate auf das Herz, Blutgefass und 

den Blutdruck ist die des Athylstrychninsulfat II am starksten, die des Athylstrychnin-

sulfat I und Jodathylstrychnin sind etwas leichter als die des ersteren und die des 

 Strychninsaureathylbetain ist viel schwascher als die der auderen drei Stoffe. 

                                   ( Autoreferat)
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I 緒 言

余 ハ曩 ニ第1報1)ニ 於 テ 「ス トリヒニ ン誘

導體」即 チ 「硫酸エチールス トリヒニンI」

(「ヨー ドエチールス トリヒニン」ヨリ),「硫 酸

エチールス トリヒニンII)(「 硫 酸ヂエチー

ル」ヨリ),「 ヨー ドェチールス トリヒニン」及

ビ「ス トリヒニン酸エチールベタ イン」ノ一般

作 用,毒性,致 死量及 ビ骨骼筋ニ對 スル作用

ニ就 キ詳細報告 シ,之 等 「ス トリヒニ ン誘導

體」ハ 「ス トリヒニン」ニ比 シ痙攣作用尠 ク、

毒性 モ遙 ニ弱 キヲ述 ベタリ.更 ニ第2報2)ニ

於 テハ之等誘導體 ノ腸管及 ビ子官ニ對 スル作

用 ヲ觀察 シ,之 ヲ「ス トリヒニ ン」ノ作 用 ト比

較考察 セリ,即 チ之等誘導體 ノ腸管,子 宮 ニ

對 スル興奮作 用竝 ニ麻痺作用ハ 「ス トリヒニ

ン」 ト大差ナキモ,兩 者 ノ之等臟器 ニ於 ケル

作 用強度 ノ差ハ毒性ノ差 ニ比 ス レバ遙 ニ小ナ

ルヲ以 テ,之 等誘導體 ハ「ス トリヒニン」ノ短

所 タル強毒性ナキニ ヨリ「ス トリヒニ ン」ノ代

用藥 トシテ臨牀上 ノ償値尠 カラザルヤ ト思惟

セ リ.

余 ハ前報告 ノ繼續 トシテ之等 「ス トリヒニ

ン誘導體」ノ爾餘 ノ諸作 用ヲ究明 セン トシテ
,

更ニ之等 ガ循環器ニ及 ボス影響 ヲ窺 ハン トセ

リ.之 ヲ丈獻 ニ徴 スルニ,「ス トリヒニン誘導

體」ノ臨牀實驗 ニ關 シテハ唯Marcus3)ノ 「硫

酸エチー ルス トリヒニン」(一 名Strychnal)

ニ就 テノ臨牀報告 アルノ ミニシテ,氏 ニ據 レ

バ該物質 ハ「ス トリヒニン」製劑投與ノ際ニ觀

ラルルガ如 キ著明ナル血壓上昇 ヲ招來 セズ,

唯 輕度 ノ血壓 ノ亢進 ヲ來 スカ又 ハ全 ク ソレヲ

呈セザルガ故ニ,老 齢ノ動脉硬化症 ノ者ニ於

テモ危險 ナク適用 シ得 ルノ便 アリ,又 心臟 ニ

對 シテハ長期間 ノ連用ニ ョリ時 ニ遲脉 ヲ來 シ

脉膊 ノ減少 ヲ見 ルモ其ノ程度顯 著ナ ラズ ト.

然 レドモ之等 ノ循環器ニ對 スル詳細 ナル實驗

的研究 ハ缺如 セルモノノ如 シ.

仍 ッテ余 ハ本編 ニ於テハ之等 「ス トリヒニ

ン誘導體」 ノ循環器系統即 チ心臓,血 管及 ゼ

血壓 ニ封 スル作 用ヲ精細 ニ窺 ヒ,併 セテ 「ス

トリヒニ ン」 ト比較研究 シ,得 タル成績 ヲ記

述 セン トス.

II 摘出青蛙心臓ニ對スル作用

「ス トリ ヒ ニ ン」ノ摘 出 蛙 心 臓 ニ對 ス ル 作 用

ニ就 テ ハ,Igerscheinen4), Verworn5), Smith6),

Hedborn7)等 ニ 據 レバ,其 ノ少 量 ニ テ 常 ニ 心

臟 ノ收 縮 力 ヲ減 弱 シ,心 搏 動 數 竝 ニ收 縮 容 量

ヲ 減 退 セ シ メ,梢 々大 量ニ テ ハ心 搏 ノ不 整 ヲ
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招 來 シ,遂 ニハ擴張期停止 ヲ來 シ,又其 ノ心搏

動數 ノ減少ニ關 シテハMayer8), Sehoning9)

ハ迷 走紳經 ノ興奮 ニ基 因 ス ト唱 へ,其 ノ徒

Lahousse10), Rothberger竝 ニWinterberg11)

ハ心臟運動神經節 ノ障碍 ガ主因タルベ シ ト説

クリ.就 中Smith6)ニ 據 レバ,「ス トリヒニン」

ノ摘出蛙心臟 ニ對 スル作用ハ,0.002%ニ 於

テハ僅ニ收縮 力竝 ニ心搏動數 ノ減少ヲ來 シ,

0.005%ニ 於 テハ 此作用著明ニシテ收縮容量

著 シク減退シ,0.01%ニ テ ハ直チニ心臟 テ擴

張期ニ停止セシム ト云 ヒ,又Igerscheiner4)

ハ「 ス トリヒニン」ハ約0 .01%ニ 於 テ直チー

心臟擴張期停止 ヲ招來スルモ,此 際心筋 ニ器

械的又ハ電氣的刺戟 ヲ與 フ レバ ヨク反應 ス ト

稱 セリ.

余 モ亦之等「ス トリヒニン誘導體」トノ比較

研究 ノ爲 メ,「 ス トリヒニン」ノ摘出蛙心臟 ニ

對 スル作 用ヲ觀 タルニ,其 ノ作用法ハ前述 ノ

諸家 ト同一ニシテ,該 物質 ハ毎常心機能 ヲ抑

制 シ,最 小有效 量 ハ0.005%ニ シテ,0.02%ニ

於 テ擴張期停止ヲ楽 セ リ.

實 驗材料及ビ實驗方法

實驗ハ總テStraub氏 法 ニ據 リ,體重15-20gノ

雄性青蛙ニ就テ之ヲ行ヘ リ(昭 和11年10-12月

施行).

實驗 成績

1. 單獨 作用

1) 「硫酸 エ チ ーノレス ト リヒ ニ ンI」

本 物質 ハ0.03%以 下 ニ於 テ ハ蛙摘出 心 臓 ニ對 シ

認 ムベ キ變化 ヲ呈 セ ズ.0.05%ノ 濃度 ニテ ハ輕 度

ニ心臓 ノ收縮 ヲ減弱 セ シメ,0.1%ニ 於 テ ハ直 チ ニ

心 臟收縮 機 能 ノ減 弱 ヲ來 シ,心 搏動 數 ハ稍 々減 少

シ,5-6分 後收 縮 高最 モ 低下 シ,時ニ 心搏 動 ノ不

整 ヲ伴 フコ トアル モ,其 ノ後 徐 々 ニ増加 シ,約20

分 ニ シテ殆ド舊状 ニ復 スル ヲ觀 ル.0.3%ニ 至 レバ

藥 液 作用 後 直 チ ニ收 縮 高 ノ縮 小,次 デ心搏 動 ノ不

整 ヲ來 シ,作 用 後10數 分 ニ シ テ 心搏 動 ノ不 整 ハ

瀬 次 恢復 スル モ,牧 縮 高ハ 舊状 ニ復 セ ズ(第1圖

上).此 際 蛙Ringer液 ニテ洗 滌セ バ收 縮高 ハ 漸次

舊 状 ニ復 ス.0.5%ニ テハ強 入後 速 ニ收縮 作用 著 シ

ク減 弱 シ,且 不規 則 トナ リ,又 搏動 中 止期 生 ジ,

次 第 ニ搏 動 中止期 延 長 スル ト共 ニ收 縮 少 シ宛衰 弱

シ,遂 ニ擴 張 期停 止 ヲ出現 スル ニ至 ル モ,心 筋 ニ

器 械 的刺戟 ヲ與 フ レバ多 ク ノ場 合 ヨク反應 ス(第

1圖 中).更 ニ濃度 ヲ増 シ1%ニ 至 レバ 直 チ ニ心 臟

ノ自働 運動 全 ク減 弱 シ,心臟 ハ 擴張 位 ニ靜 止 ス.

此際 心筋 ニ器 械的 刺 戟 ヲ與 フル モ最 早反 應 セザ ル

モ,Ringer液=テ 充 分洗 滌 セバ 多 ク ノ場合 心機 能

ハ 漸次 恢復 スル ヲ觀 ル.

2) 「硫 酸 エ チー ル ス ト リヒニ ンH」

本 物質 モ前 者 同樣 心臟 收 縮 カ ノ減弱.心 搏 動 數

ノ減少 ヲ來 シ,其 ノ最 小有效 量 ハ0.01%ナ リ.

0.05%ニ 於 テ ハ心搏 動 ノ不整 ヲ招 來 シ搏 動 中止 期

生 ズ.而 シテ藥 液 ノ膿 度 ヲ増 ス ニ ッレ速 ニ心 動 ノ

衰 弱 ヲ來 シ,0.5%以 上 ニ至 レバ藥液 作 用後 直 チ

ニ心臟 ヲ擴張 期 ニ停 止 セ シムル モ,Ringer液=テ

洗滌 スレバ 數分 ニシ テ恢 復 シ,又1%ニ 於 テ モ同

樣Ringer液 洗滌 ニ ヨ リ多 ク ノ場 合心 機 能 ノ恢 復

ヲ觀 ル.

3) 「ヨー ドエ チー ル ス トリヒ ニン」

本 物 質 モ心臟 ニ對 シ抑制 的 ニ作 用 シ,收 縮 カ ノ

減弱 心搏 動 數 ノ減少 竝 ニ不整 ヲ來 ス.而 シテ其

ノ有效 濃度 ハ 「硫 酸 エ チー ル ス トリヒ ニンI」 ト

略 ボ同 樣ナ リ(第1圖 下).
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4)「 ス ト リヒニ ン酸 エチ ール ペ タイ ン」

本 物 質 ハ 正常蛙 心臟 ニ對 シ之等誘 導體 中最 モ 作

用 弱 ク,0.5%以 下 ニ テ ハ何等 作用 ヲ呈 セザル モ,

1%ニ 至 リテ僅 ニ抑制 的 ニ作用 シ,心臟收 縮 力 ヲ

減弱セシム.更 ニ藥液濃度ヲ増シテ3-5%ト スレ

バ,抑 制作用ハ稍々顯著 トナリ藥液作用後直チニ

收縮高ハ減少スルモ,心摶 動數ハ不變ナルカ或ハ

却ツテ増加スルノ傾向アリ(第2圖).

第2圖 「ス トリヒニ ン酸 エ チール ペ タイ ン」 ノ單獨 作用 時記 毎1分

「ス ト リヒ ニン酸 エ チ ール ペ タイ ン」1%竝 ニ5%適 用

以 上 ノ實驗 成 績 ニ據 レバ,之 等 「ス トリヒ ニン

誘導體 」 ハ正常 摘 出蛙心臟 ニ對 シテ ハ 「ス トリヒ

ニン」 ト類 似 ノ作用 ヲ有 シ,何 レモ毎 常抑制 的ニ

作用 シ,心臟收 縮 力 ノ減 弱,心 搏 動數 ノ減少竝 ニ

不 整 ヲ招來 シ,遂 ニ擴 張 期 停止 ヲ來 ス.而 シテ其

ノ作用強 度 ハ 何 レ モ「ス ト リヒ ニン」ヨ リ劣 リ,「硫

酸 エ チー ル ス トリヒ ニンI」竝ニ 「ヨー ドエ チ ール

ス ト リヒニ ン」 ハ 略 ボ等 シ ク,夫 等 ノ最 小有效 量

ハ「ス ト リヒ ニン」ノ約10倍 ニ當 リ,「 硫酸 エ チ ー

ル ス ト リヒニ ンII」 ハ兩 者 ヨ リ稍 々強 ク,「ス ト リ

ヒニ ン酸 エ チ ール ペ タイ ン」ハ遙 ニ弱 ク,1%以 上

ノ大量 ニ於 テ始 メ テ作 用 ス.

2. 他種 藥物 トノ關係

a 「ア トロピ ン」トノ關 係

之等 「ス ト リヒニ ン誘 導體 」ノ心臟收 縮 機能 ノ減

弱 乃至靜 止 作用 ハ 心筋 自己 ノ麻痺 ニ歸 スペ キャ,

或 ハ心臟 機 能 ノ制 止作 用 ヲ有 ス ル迷 走神經 ノ刺 戟

ニ因 スル ニ非 ザル ヤ ヲ檢 セ ン トシ,余 ハ副交 感神

經ヲ麻痺 セ シムル 「ア トロピ ン」ノ量(0.005%)ヲ

豫 メ作用 セ シメ、其 ノ後之 等誘 導體 ノ著 明有效 量

ヲ作用 セ シ メタル ニ,之 等誘 導體 ハ本 來 ノ抑制 作

用 ヲ現 シ心臟 作用 著 シク減弱 シ(第3圖 上),殊 ニ

高 濃度 ノ場 合ハ搏 動數 モ減少 シ,又 不整 トナ リ擴

張 期靜 止 ニ至 ラン トスル コ ト正常 心臟ニ 於 ケル ト

異 ナ ラザル ヲ觀 ル.

本 實驗 ニ據 リ,之 等 「ス ト リヒニ ン誘 導體 」ノ心

臟ニ對 スル 作用 ニハ迷 走神經 ノ關 與 スル所 極 メテ

尠キモ ノノ如 シ.

b 「ア ドレナ リン」トノ關 係

之等 「ス ト リヒニ ン誘 導體 」ノ心臟收 縮 機能 ニ對

スル 減弱 作用 ハ,心臟 機能 ヲ催 進 セ シム ベ キ交感

神經ノ興 奮 不能 ノ結 果 ニ非 ザル カ.之 ガ檢 討 ノ目

的ニ 豫 メ之等 誘 導體 ノ中 等量 ヲ作 用 セ シ メ收縮 作
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用 ノ減 弱竝 ニ心搏 動 ノ不 整 ヲ呈 セ ル時 「ア ドレナ

リン」0.0003-0.0005%ノ 溶液 ヲ作用 セ シムル ニ,

「ア ドレナ リン」ハ固 有 ノ作 用 ヲ呈 シ,心臟 機 能旺

盛 トナル ヲ觀 ル(第3圖 中,下).又 コレ ト反對

ニ同濃度 ノ「アドレナリン溶液」ノ前處置後,同 濃

度 ノ之等誘導胆溶液 ヲ作用セシムルニ,依 然之等

誘導本來ノ作用ヲ現シ,心臟收 縮機能 ノ減弱ヲ觀

ル.

第3圖

上 「ヨ ー ドエ チ ー ル ス ト リ ヒ ニ ン 」 卜 「ア トロ ピ ン」 ト ノ關 係

「ア ト ロ ピ ン 」0.005%-「 ヨ ー ドエ チ ール ス ト リ ヒ ニ ン 」0.2%適 用

時 記 毎1分

中 「硫 酸 エ チ ール スト リヒニンI」 ト「ア ドレナ リン」 ト ノ關 係

「硫 酸 エチ ー ル ス ト リヒニ ンI」0.3%-「 ア ドレナ リン」0.0005%適 用

時 記 毎1分

下 「硫酸 エ チ ール ス ト リヒ ニンII」 ト「ア ドレナ リン」 トノ開 係

「硫 酸 エ チ ール ス ト リヒニ ンII」0.05%-「 ア ドレ ナ リン」0.0003%適 用

時 記 毎1分
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本 實驗 ニ據 リ,之 等 誘 導體 ノ心臟 ニ對 スル麻 痺

作 用 ノ際 ニハ「ア ドレナ リン」ハ或程 度 迄拮 抗 的 ニ

作用 シ,從 ッテ本 作 用 ハ交 感神 經 ノ麻 痺 ニ因 スル

ニ非ザ ル ヲ認 ム.

c 「バ リウム」トノ關 係

本誘 導 體 ノ心臟 作用 ガ心 筋麻痺 ニ因 スルヤ 否 ヤ

ヲ檢 セ ン ガ爲 メ,之 等誘 導體 ノ著 明 作用 量 ニテ 心

臟 機能 ヲ著 シク減弱 セ シ メシ時,心 筋 ヲ直 接刺 戟

シテ收 縮 作用 ヲ惹起 セ シムペ キ濃 度 ノ「バ リウム」

ヲ作用 セ シムル ニ,何 等「バ リウム」固 有 ノ作用 ヲ

現 ス コ トナ カリ キ(第4圖上).

本 實験 ニ據 リ,之 等誘 導 體 ノ心臟 ニ對 スル 侵襲

點ハ主 ニ心筋 自己 ニ存 ス ル コ ト ヲ識 ル.然 レ ドモ

先 ニ「硫酸エ チ ール ス ト リヒニンI」 ノ條 下 ニ述 ベ

シ如 ク,一 定濃 度 ニ テ心臟 ノ擴張 期停 止 ヲ起 セル

際,初 ハ 機械的 刺 戟 ニ ヨ リョ ク反 應 スル ヲ以 テ心

筋 麻痺 ニ先 立チ,運 動 紳 經節 ノ麻 痺 スル 時期 ノ存

スル コ ト明 カナ リ.

d 「カ ンフル」トノ關係

「カ ン フル」ガ心摶 動 ノ不 整 ヲ起 セ ル心臟 ニ對 シ

一定 度 整調 作用 ヲ及 ボ ス コ トハ已 ニ諸家 ニヨ リテ

唱ヘ ヲレ,我 教室 ニ 於 テ モ 片 木12)ハ 摘 出蛙心 雛

ニ於 テ之 ヲ詳 細ニ 實驗 報告 セ リ.仍 ツテ余 ハ 之等

「ス ト リヒ ニン誘導 體 」ニ ヨル心摶 動 ノ不整 ニ對 シ

「カン フル 」ガ如 何 ナル 影響 ヲ及ボ スヤ ヲ檢 セ リ.

摘出 蛙心 臟 ニ之 等誘 導體 ノ有效 量 ヲ作用 セ シ メ,

數分 ヲ經 テ心摶 動 ノ不 整 トナ リタル時,0.05%ノ

「カンフル液 」0.10cc(0.005%)附 加 スル ニ10數 分

ヲ經 テ心 摶 動 ハ整調 トナリ,收 縮 高 モ漸次 上昇 シ

テ略 ボ「カ ンフル 」作用前 ノ状態 ニ恢 復 ス.然 レ ド

モ,時 ニ「カン フル 」ノ作 用 現 レザ ル コ トモ ア リ.

又之 等 物質 ノ高 濃度 ヲ作用 セ シ メ收縮 力著 シ ク減

退 シ,心 摶動 不 整 ノ甚 ダ シキ心 臟 ニ對 シテ ハ 「カ

ンフル」ハ最 早何 等強 心 作用 ヲ呈 セ ズ.又 「カン フ

ル液 」 ニテ榮 養 セル心臟 ニ對 シテ 本誘 導體 ノ中等

濃 度 ノ溶液 ハ其 ノ本 來 ノ心臟 減 弱作 用 ヲ現 シ,何

等抑 制 セ ラル ル コ トナ ク收 縮 高 ノ減 少,心 搏 動 ノ

不 整 ヲ來 ス.

以上 ノ寳 驗 成績 ニ據 リ,「 カ ンフル」ハ之 等 「ス

ト リヒ ニン誘 導體 」 ニヨル心臟衰弱 ニ對 シ一 程 度

迄強 心 的 ニ作用 ス.即 チ4誘 導體 ノ少 量 ニ ヨル 心

臟衰弱 ハ「カ ン フル 」ニ ヨ リ拮 抗 セ ラル ル ヲ認 メタ

リ.

e 「ス トロ フア ンチ ン」ト ノ關係

「ス トロ フア ンチ ン」ハ 主 トシテ心筋 自己 ヲ侵 襲

スル モ ノ ト一般 ニ認 メ ラル ル モ,其 ノ他神經 装 置

ニモ作用 スル モ ノ ト稱 セ ラル.其 ノ作用 機轉 ハ筋

ヲ麻痺 セ シム ル ニ非 ズ シテ其 ノ收縮 能 力 ヲ強 盛 ナ

ラ シ メ,大 量 ハ攣縮 ニ ヨ リ搏 動停 止 ニ陷 ラシム ル

モ ノナ リ.仍 ツテ余 ハ之 ト反 對 ニ收縮 作 用 ヲ減 弱

セ シメ心臟 ノ擴 張期 停 止 ヲ惹起 スル之 等 「ス トリ

ヒニ ン」誘 導體 ニ對 シ如何 ナ ル影 響 ヲ及 ボ スヤ ヲ

檢 セ リ.

之 等 誘導 體 ノ少量 ヲ蛙摘出 心臟 ニ作用 セシ メ心

臟收 縮 作用 ノ減弱,心 搏動 ノ緩 徐 ヲ示 セ シ時,「 ス

トロフア ンチ ン」0.0005%溶 液 ヲ作用 セシムル ニ

直 チニ 收縮 カ ヲ旺 盛ナ ヲシ メ,之 等 誘 導 體作 用 前

ト殆ド 同樣,又 ハ 夫 レ以 上 ノ收 縮 高 ヲ呈 シ,心 搏

動 數 ハ不 變 ナ ル カ又 ハ却 ツ テ 減少 スル 場合 ア リ

(第4圖 中,下).荷 ホ之等 誘 導體 ノ中等 濃度 ニ於

ケル心 臟衰弱 ニ對 シテ モ「ス トロ フア ンチ ン」ハ 拮

抗的 ニ作用 シ收縮 カ ヲ増強 シ,又 之 ト反 對 ニ同 量

ノ「ス トロ フア ン テン」ヲ豫 メ作用 セ シ メシ心 臟 ニ

於 テハ 中等量 ノ之 等物 質 ヲ作用セ シムル ニ其 ノ收

縮 力 ノ減弱 大 イ ユ制 止セ ラル.然 レ ドモ本誘 導 體

ノ高 濃 度 ニ於 テハ 最早 「ス トロプ ア ンチ ン」ノ強 心

作用 ヲ認 メル コ ト能 ハズ.以 上 ノ實驗 ニ據 リ,「 ス

トロ フア ンテ ン」ガ之等 「スト リヒ ニ ン誘 導體 」 ノ

心筋 麻 痺 ニ ヨル心臟 衰 弱 ニ對 シ,或 程度 迄 著 明 ニ

拮抗 的 ニ作 用 スル コ ト明 カ ナ リ.
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第4圖
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以上 ノ實驗成績 ニ據レバ,之 等 「ストリヒニン

誘導體」 ノ心臟抑制作用ハ,迷 走神經竝ニ交感神

經ニ關與スルコトナク,「カンフル」竝ニ「ストロ

フアンチン」ニヨリ或程度迄著明ニ拮抗セヲルル

モ之等誘導體ノ大量ニヨル心摶動停止ノ際 「バリ

ウム」ヲ作用サスモ其 ノ本來ノ作用現レザルヲ観

ル.又 比較的低濃度ニテ心臟停止セル時直チニ心

筋 ヲ機械的ニ刺戟スレバ,尚 ホヨク收縮スル等 ノ

點ヨリ考フレバ,之 等誘導體ハ心臟ニ於テハ運動

神經節,次 デ心筋自己ヲ麻痺スルモノト察知セラ

ル.

III 血管ニ對スル作用

實驗 方法

温 血動 物 ニ テ ハ家兎 耳殻 血 管 ヲ選 ビ,室 温17°-

20℃ ニ於 テKrawkow13)-Pissemskl14)氏 法 ニ據 リ

テ灌 流試 驗 ヲ行 ヒ,冷血 動物 ニテハ との さまがへ

る ノ後肢 血管 ヲ選 ビ.Lawen15)-Trendelenburg16)

氏法 ニ據 リ室温17°-2℃ ニ於 テ實驗 ヲ行 ヘ リ.

尚 ホ實験 ノ一部 ハ 内臟 血 管 トシテ小腸 ヲ選 ビ,即

チ成 熟家 兎 ノ小 腸 ヲ腸 間膜 ノ附着 セ シ儘約15cm

切除 シ,Ringer液 ニ テ内容 ヲ充 分 洗滌 後恒 温装

置 ニ入 レテ39℃ ノRinger液 ヲ以 テ灌流 シ,流

血液 ノ血色 殆 ド消 失 シタル後,被 檢 藥物 ヲ作 用 セ

シ メタ リ.藥 物ハ總 テRinger溶 液 トナ シテ灌 流

シ,又 時 ニ灌 道 ニ注射 セ リ(昭 和11年3-6月 施

行).

實驗 成績

A 家 兎耳殻血管ニ於 ケル實驗

「ストリヒニン」ノ末梢血管ニ對スル作用ニ就テ

Kobert17)ハ 犬及ビ「モルモツト」ノ後肢血管及ビ

腎臟血管ニ於テ本物質ハ著明ナル作用ヲ呈セズト

謂 ヘル モ,Stefani u. Vasoin18)ハ 皮膚 及 ビ筋 血

管 ニ於 ケル 灌 流 ニ際 シテ,本 物 質 ノ稀 薄液 ハ 擴張

ヲ,其 ノ濃厚液 ハ收縮 ヲ喚起 スル ヲ認 メタ リ.又

山 口19),國 正20)ニ 據 レバ「ス ト リヒニ ン」ハ家 兎耳

殼 血管 ニ對 シ少 量(0.005%)ニ テハ交感 神 經收 縮

纎 維 ヲ刺 戟 シ テ血管 ノ收縮 ヲ來 シ,中 等量(0.01-

0.05%)ニ テハ 同纎維 ヲ麻痺 シテ擴 張作 用 ヲ喚 起

シ,大 量(0.1%)ニ テ ハ血 管筋 ヲ刺 戟 シテ強大 ナ

ル 收縮 作 用 ヲ現 ス場 合ト,直 チ ニ之 ヲ麻 痺 シテ甚

シ キ廣張 作用 ヲ呈 スル場 合 トア リト稱 セ リ.即 チ

國正20)ニ 據 レバ,0.005%ニ 於テ30-40%ノ 流 出

満 下 數 ノ減少 ヲ來 シ.0.01%ニ 於 テハ其 ノ作用 轉

ジ テ擴張 作用 トナ リ30-45%ノ 滴 下 數 ノ増加 ヲ

示 シ,0.05%ニ テ ハ其 ノ擴 張作 用益 々顯著 ニシ テ

時 ニ滴 下數 ヲ算 シ難 キ コ トア リキ.0.1%ニ 至 レ バ

其 ノ擴張 作用 一層 強 大 ニナ ル場 合 ト,之 ト全 ク反

對 ニ灌 流 ノ停 止 スル 場 合 ア リ ト謂 フ.

1) 「硫酸 エ チール ス ト リヒニ ンI」

本 物 質 ハ少量 即 チ0.005%以 下 ノ溶液 ヲ以 テ 家

兎耳 殼 血管 ヲ灌流 ス レ バ 其 ノ作 用不 明 ナル モ,

0.01%ニ テハ 灌流 後 數分 ニ シテ 血管 ヲ輕 度 ニ收縮

セ シ メ(流 出滴 下數12-15%減 少,以 下 之 ニ準 ズ)

其 ノ後15-20分 ニ至 レ バ 流 出滴 下數 ハ明 カ ニ減

少 ス(30-50%).0.1%ニ 於 テ ハ灌 流直後 ヨ リ收

縮 作用 ヲ現 シ數分 ニシ テ灌流 ノ停止 スル ヲ観 ル.

其 ノ時 藥液 ヲRinger液 ニ變 更 スル 時 ハ血管 ハ擴

張 シ漸 次 正常 ニ復 ス.

上記 ノ成 績 ノ如 ク,本 物質 ハ 家兎 耳 殼血 管 ニ對

シ少量 ヨ リ大量 ニ至 ル 迄收縮 作 用 ノ ミヲ呈 シ,一

定 量(0.1%)ニ 至 レバ,灌 流開 始後 數 分 ニ シテ 流

出ハ 停止 シ,「 ス ト リヒ ニ ン」 ノ中等 量 以 上 ノ溶

液 灌 流 ニ際 シテ觀 ラル ル擴 張 作用 ハ 全 ク之 ヲ缺如

ス.
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第5圖

2) 「硫 酸 エ チー ル ス トリヒニ ンII」

本 物 質0.005%ノ 溶液 ハ家兎 耳 殼 血管 ニ對 シ何

等 認 ムベ キ作 用 ナ シ.0.01%ニ テハ 灌流 後數 分 ニ

シテ漸 次 滴下 數 ノ減少 ヲ觀 ル(15-20%).0.05%

ニ於 テハ其 ノ收縮 作用 著 明 ニ シ テ 約10分 後 ニ於

テ ハ70-85%ノ 滴下 數 ノ減 少 ヲ來 シ,更 ニ増 量 シ

テ0.1%ニ 至 レバ前 物 質 ト同 樣 灌流 開 始後 數分 ニ

シテ流出 杜 絶 ス(第6圖 参 照).

3) 「ヨー ドエ チ ール ス トリ ヒ ニン」

本 物 質 モ0.01%ニ 於 テ家 兎耳 殻 血管 ニ對シ 輕

度 ノ收 縮 作用 ヲ示 シ(15-25%),0.05%ニ テ ハ其

ノ作用稍 々著 明 ニ シテ灌 流開 始後 數 分 ニ シテ40-

50%ノ 流 出滴 下 數 ノ減少 ヲ來 シ,0.1%ニ 至 レバ

急 激 ナル血 管 收縮 ヲ來 シ數 分 ニ シ テ70-80%ノ

減 少 ヲ示 シ,又 時 ニ灌 流 ノ全 ク停 止 スル コ トア リ

(第7圖 参照).

4) 「ス ト リヒニン酸 エ チー ル ペ タイ ン」

本物 質 ノ0.05%ノ 溶液 ハ 家冤 耳 殻血 管 ニ對 シ殆

ド作用 ラ呈 セ ズ.0.1%ニ 於 テ ハ中 等度 ノ收縮 作用

(40-60%)ヲ 呈 シ,0.2%ニ 至 レバ其 ノ作用 著 明

ニシテ流出滴下數ハ灌流開姶後10數 分 ニシテ灌

流開始前ノRinger液 滴下數ノ1/5ニ減少ス(第8

圖參照).
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第8圖

以 上 ノ成 績 ニ據 レ バ,之 等誘 導 體 ノ家 兎耳 殻 血

管 ニ對 スル 作用 ハ 何 レ モ少 量 ヨ リ大量 ニ至ル 迄 收

縮作 用 ノ ミヲ呈 シ「ス ト リヒ ニン」ニ觀 ル ガ如 キ擴

張 作用 ハ全 ク缺如 ス.而 シテ 其 ノ作用 強 度 ヲ比較

スル ニ,「 硫 酸 エ チール ス ト リヒニ ンI」,「 硫酸

エ チ ール ス ト リヒニ ンII」 及 ビ 「ヨー ドエ チ ール

ス トリヒニ ン」ハ略 ボ同 樣 ニ シテ,「 ス ト リヒニ ン

酸 エ チ ール ベ タイ ン」 ハ他 ノ3者 ニ比 シ著 シ ク劣

ル.次 ニ本 誘 導 體 ノ家 兎耳殼 血管 ニ對 スル 收縮 作

用 ノ機 轉 ヲ檢索 セ ン トス.Hildebrandt21),山 口22)

及 ビ木 下23)等 ニ據 レバ,「 ア トロビ ン 」 ノ0.05%

ハ 血管 收縮 繊 維 ノ末 端 ヲ強 ク麻 痺 セ シム ト謂 フ.

今 「硫 酸 エ チール ス ト リヒ ニ ンI」 ノ0.05%溶

液 ヲ灌流 シ收 縮 作用 ノ現 レ タル 時,「 ア トロ ビン」

0.05%ノ 液1ccヲ 灌 道 ニ注射 スル ニ流 出滴 下 數 ハ

毫 モ増加 スル コ トナ シ.又 之 ト反對 ニ 「ア トロビ

ン」0.05%ノ 前 處置 後,本 物 質0.05%ト 交換 灌流

ヲ行 フニ,本 物質 ノ血管 收 縮 作用 ハ毫 モ 抑制 セ ラ

レル コ トナ シ.爾 餘 ノ誘 導 體 ニ於 テ モ之 ト同 樣 ノ

關 係 ヲ證 明 シ得 タ リ.

之 ニ據 リテ按 ズ レパ,之 等誘 導 體 ノ血 管 收縮作

用 ハ交 感 神經 收縮 纎 維 ニ關 係 ナ ク,血 管筋 自己 ノ

興奮 ニ基 ヅ クモ ノナ ラ ン.

B 蛙 後 肢 血 管 ニ於 ケ ル 實 驗

「ス ト リヒ ニ ン」 ノ蛙 後肢 血管 ニ對 ス ル 作 用 ハ

國 正20)ニ 據 レバ,0.005%ニ 於 テ收 縮 作用 ヲ呈 シ,

0.01%ニ 至 レバ初 期 ニ收 縮作 用 ヲ呈 シ タル 後 ニ漸

次 擴張 作用 ニ移行 ス.更 ニ増 量 シテ0.1%ニ 至 レ

バ其 ノ收縮 作用顯 著 ニ シテ10數 分 ニ シ テ 流 出滴

下 數ハ 最初 ノ滴下 數 ノ約1/4ニ 減少 ス ト.次 ニ之

等 「ス ト リヒニ ン誘 導體 」ノ蛙後 肢 血 管 ニ對 スル作
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用 ヲ窺 ヒ タル ニ,家 兎 耳殼 血管 ニ於 ケル 場 合 ト同

様少 量 ヨ リ大量 ニ至ル 迄 收縮 作用 ノ ミヲ呈 シ,「ス

トリヒニ ン」 ノ場 合 ニ於 ケル ガ如 キ擴張 作 用 ハ認

メズ,其 ノ作用 濃度 ノ家 兎耳殼 血管 ニ於 ケル場 合

ヨ リ少 シ大 ナ ル ヲ異 ニ スル ノ ミ.即 チ

1) 「硫 酸 エ チール ス トリヒニ ンI」

本 物 質 ノ最 小有 效 量ハ0.05%ニ シ テ輕 度 ノ收

縮 作用 ヲ呈 シ,0.1%ニ テハ 灌流 開始 後 數分 ニシテ

70-80%ノ 滴 下數 ノ減 少 ヲ來 シ,0.2%ニ 至 レバ

直 チ ニ滴下 數 ハ1分 間 ニ數 滴(90%以 上 ノ減 少)

トナル.

2) 「硫 酸 エ チ ール ス ト リヒ ニンII」

本 物 質 ノ最少 有 效量 モ0.05%ニ シテ,コ レ以 下

ニ於 テ モ多少 收縮 作用 ヲ呈 スル コ トアル モ 明 カナ

ラズ.0.1%ニ テハ其 ノ收縮 作 用顯 著 ニ シテ,0.2%

ニ至 レバ灌 流開 始 後 數分 ニシテ流 出 停止 スル モ ノ

ア リ.

3) 「ヨー ドエ チ ール ス トリヒニ ン」

本 物質 ノ最小 有 效量 モ前2者 同 樣0.05%ニ シテ

毎 常本 血管 ヲ收 縮 セ シ メ,其 ノ作 用 ハ濃 度 ニ比 シ

テ増強 シ,0.2%ニ 至 レバ 既 ニ灌流 液 ハ杜 絶 セ ン ト

ス.

4) 「ス トリヒニ ン酸 エ チール ベ タイ ン」

本 物質 ノ0.1%ヲ5cc灌 流液 中 ニ注射 スル ニ,

輕 度 ノ收 縮 作用 ヲ呈 シ,0.2%ニ テハ稍 々著 明 ナル

滴 下數 ノ減少(40-50%)ヲ 來 ス.更 ニ0.5%10cc

ヲ徐 々ニ注射 ス レバ漸 次滴 下數 ハ 減少 シ,注 射 前

ノ約1/4ニ ナル.而 シテ此 收縮 ハ 注射 終 了後2-3

分 ニ シテ漸 次恢 復 シ,數 分 ニシテ 原状 ニ復 歸 スル

ガ如 シ.次 ニ余 ハ之 等誘 導 體 ノ血 管收縮 作用 ノ機

轉 ヲ窺 フベ ク「ア トロ ビン」トノ併用 實驗 ヲ行 と タ

ル ニ,家 兎 耳殼 血管 ノ場合 ト同樣 ノ成 績 ヲ得 タ リ.

由是 觀 レバ,之 等 物質 ノ蛙 後脚 血管 ニ於 ケル收 縮

作用 ハ交 感神 經 繊維 ニ關 係 スル コ トナ ク血管筋 自

己 ノ興 奮 ニ基 因 スル ガ如 シ.

C 家 兎 小 腸 血 管 ニ 於 ヶ ル 實 驗

「ス ト リヒ ニン」ノ家兎 小 腸 血管 ニ對 スル作用 ヲ

檢 シ タル ニ,「 ス ト リヒ ニン」 ノ0.1%ノ 液1ccヲ

灌道 ニ注射 スレバ 直 チ ニ收縮 作 用 ヲ呈 シ,滴 下 數

ノ減少(10-15%)ヲ 來 ス場合 ト其 ノ收縮 作 用 ノ明

カ ナ ラザル コ トア リ.而 シ テ腸 ノ蠕 動運 動著 シク

亢 進 シ腸 管 ノ著明 ナル 收縮 ヲ見 ル.0.2%1cc注 射

ノ場 合 ハ注射 直 後稍 々顯著 ナ ル收 縮作 用 ヲ呈 シ,

滴 下數 ハ25-30%ノ 減少 ヲ示 ス モ,注 射 後1分 ヲ

出 ズ シテ滴 下 數ハ 正常 ニ復 ス.0.5%ニ 至 リテハ 其

ノ收縮 作 用益 々著明 ニシテ 腸 ノ蠕 動運 動 増大 シ腸

管 ハ 強直 性 收縮 状態 ヲ呈 シ,滴 下數 モ著 シク減少

シ正 常時 ノ約1/3ト ナル.次 ニ之 等「ス ト リヒ ニン

誘 導體 」 ノ家兎 小腸 血 管 ニ對 スル 作用 ヲ檢 シ タル

ニ次 ノ如 シ.

1) 「硫 酸 エ チ ール ス ト リヒニ ンI」

本 物 質 ノ家 兎 小腸 血 管 ニ對 スル作 用 ノ顯 著 ニ表

ハル ハ0.5%ニ シテ,注 射 後 直 チ ニ10-20%ノ 滴

下 數 ノ減少 ヲ來 シ,1%ニ テ ハ其 ノ收縮 作用稍 々

著 明 ニ現 レ,2%ニ テハ注 射 後直 チ ニ20-30%ノ

減 少 ヲ來 シ,腸 管 ノ著 明ナ ル蠕 動運 動 ヲ觀 ル.2%

以 上濃 度 ヲ増 スモ其 ノ收 縮作 用 ハ著 明 トナ ラズ.

2) 「硫酸 エ チ ール ス ト リヒ ニンII」

本 物 質 ノ最 小有 效量 ハ0.1%ニ シテ,僅 ニ收 縮

作 用 ヲ呈 シ,0.5%ニ テハ注 射 後直 ニ約15%,1%

ニテハ 約20%,2%ニ テ ハ 約25%ノ 滴 下 數 ノ減

少 ヲ來 セ リ.

3) 「ヨー ドエチ ール ス ト リヒニン」

本 物 質 モ0.5%ニ テ輕 度 ノ收縮 作用 ヲ呈 シ,2%

ニ於 テ ハ其 ノ收 縮 作用 最 高 ニ達 シ,注 射 直 後20-

30%ノ 滴 下數 ノ減少 ヲ示 ス.

4) 「ス ト リヒ ニン酸 エ チ ール ベ タイ ン」

本 物 質 モ前3者 同 樣小 腸 血管 ニ對 シ收 縮 作用 ヲ

呈 スル モ ノニ シテ,其 ノ最 小有 效 量ハ1%ニ シ テ,

増 量 シテ5%ニ 至 レバ其 ノ作用 最 モ顯 著 ニ シテ注
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射直後約20%ノ 滴下數 ノ減少ヲ観ル.

 以上 ノ實驗成績ヲ要約スレバ,之 等誘導體ノ小

腸血管ニ對 スル作用ハ,少 量ヨリ大量ニ至ル迄何

レモ收縮作用 ノミヲ呈シ,擴 張作用ヲ觀ルコトナ

キモ,其 ノ作用ハ弱ク高濃度ニ於テ初メテ中等度

ノ收縮作用ヲ來ス.而 シテ夫等 ノ作用強度ヲ 「ス

 トリヒニン」 ノ夫レニ比較スルニ,最 小有效量ノ

比ハ「ストリヒニン酸エチールベタイン」ヲ除ク他

 ノ3者 ハ1:5ニ シテ,「ストリヒニシ酸エチール

ベタイン」ニテハ1:10ナ リ.

     IV 血壓 ニ及ボス影響

 「ス トリヒニン」ノ血壓 ニ及 ボス影響ニ關 シ

テハ多數先人 ノ實驗報告ア リテ,「ス トリヒニ

ン」ガ血壓上昇作用 ヲ有 スル コトハ周知 ノ事

ニ シテ臨牀上 ニモ屡 々觀 ラルル所 ナ リ.例 之

Jacoby24)ハ 蛙 ニ於テ,Yokota25)ハ 家 兎ニ於

テ「ス トリヒニ ン」ノ血壓上昇作用ヲ實驗 シ,

Dell Acque26)ハ 人間ノ血壓 ニ及 ボス影響 ヲ

報告 セリ.今 諸家 ノ成績 ヲ總括 ス レバ,「 ス ト

リヒニ ン」 ハ少量 ニテハ血管筋竝 ニ血管運動

中樞 ヲ刺戟 シテ血管ノ收縮 ヲ來 スニヨリ血 壓

ヲ上昇 セシ メ,大 量ニテハ夫等ノ麻痺 ニョリ

血壓 ヲ下降 セ シムルガ如 シ.就 中Yokotaニ

據 レバ「ス トリヒニン」ハ0.1mg(對 體 重1kg

靜 脉内注射)ニ テ家 兎血壓 ヲ輕度ニ上昇 セシ

メ,0.2mgニ テハ該作用著明ナリ.更 ニ夫 レ

以上 ノ量 ニテハ動物 ハ容易ニ痙攣發作 ヲ惹起

シ,血 壓ハ 漸次下降 スト云 フ.余 モ亦之 ヲ追

試 シタルニ,Yokotaト略 ボ同樣 ノ成績 ヲ得

タ リ.即 チ 「ス トリヒニン」ハ0.05-0.1mg

ヨ リ血壓上昇作用アル ヲ認 メ,0.2mgニ テハ

其 ノ作用顯 著ニ現 ルモ,0.3mgニ 至 レバ容易

ニ痙攣 ヲ發 シ其 ノ作 用認 メ難 キニ至 レリ.

     實驗 材料及 ビ實驗方法

 實驗動物ハ成熟家兎ヲ使用シ.之 ニ麻醉ヲ施ス

コトナク固定シテ其ノ頸動脉ニ「カニウレ」ヲ挿入

シ,之 ヲ水銀 壓 力計 ニ連結 シ,血 壓 變 化 ヲ煤 煙紙

上 ニ描畫 セ シ メタリ.藥物 ハ總 テRinger液 ニテ

稀 釋 シ,藥 液 ノ注射 部 位ハ專 ラ後耳 殻 靜 脉 ヲ選 ビ,

極 メヲ徐 々ニ 注 入 セ リ.藥 物 ノ用 量 ハ總 テ 體重

1kgニ 對 スル量 ヲ以 テ記載 セ リ(昭 和11年2-4

月 施 行).

        實 驗 成 績

    A 正 常 血 壓 ニ對 ス ル 作 用

  1) 「硫 酸 エ チ ール ス ト リヒ ニンI」

 本 物質 ノ種 々 ノ量 ヲ家兎 ノ耳 殻靜 脉 内コ 徐 々 ニ

注射 シテ其 ノ血壓 ニ及 ボ ス作用 ヲ觀 タル ニ,0.2mg

以 下 ニテハ 某 ノ作用 著 明 ナ ラズ.0.3mgニ テハ 注

射 後 直 チ ニ血壓 ハ 約20mmHg内 外 ノ下 降 ヲ示

シ,間 モ ナ ク舊態 ニ復 セ リ.0.5mgニ テハ 注射 後

稍 々著明 ナ ル 血壓 下降 ヲ來 シ,約30mmHgノ 下

降 ヲ示 シ,數 分 後 ニハ証 常 位 ニ復 セ リ(第9圏 上).

更 ニ増 量 シテ1mgニ テ ハ注射 後 直 チ ニ血 壓 ハ30

-40mmHg下 降 シ,更 ニ0.2mg以 上 ノ量 ニ於 テ

ハ略 ボ コレト 同 程度 ノ下降 ヲ示 スモ,斯 カル血 壓

下 降 ハ2-3分 乃至 數 分 ノ比 較的 短 時間 ニ テ 消失

スル ヲ常 トセ リ.而 シテ4-5mg以 上 ノ量 ニテ ハ

痙 攣 樣全 身運 動 ア リテ血壓 ノ動搖 甚 ダ シク,薬 物

ノ作用 ヲ窺 フ コ ト困難 ナ リキ.

  2) 「硫酸 ニチール ス トリヒ ニンII」

 本物 質 ノ最小 有效 量 ハ0.2mgニ シテ,毎 常10-

20mgHgノ 血壓 下降 ヲ呈 ス.0.3mgニ テハ 注射

直 後稍 々著明 ナル 血壓 下降 作用 ヲ現 シ,正 常 位 ヨ

リ20-30mmHg低 ク數分 ニ シ テ舊 状 ニ復 セ リ

(第9圖下).0.5mg以 上ニ増量 スル モ ソレ ニ比 例
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シテ下降 作用 ハ増 強 セ ズ,又 恢 復時 間 ニモ殆 ド差

ナ キ ヲ觀,又 斯 カル量 ニテ ハ動 物 ハ往 々 ニ シテ痙

攣ヲ發 シ,爲 ニ血壓 作用 認 メ難 キ ニ至 ル コ ト ア

リ.

第9圖

上 「硫 酸 エ チール ス ト リヒニ ンI」0.5mg適 用 時 記毎1分

下 「硫 酸 エ チ ール ス トリヒニ ンII」0.3mg適 用

3)「 ヨー ドエ チー ル ス ト リヒニン」

本 物 質 モ家兎 血壓 ヲ毎 常下 降 セ シ メ,其 ノ作用

強度 ハ 「硫 酸 エ チール ス ト リヒニ ンI」 ト略 ボ同

樣ナ リ.

4)「 ス ト リヒ ニン酸 エチー ル ペ タイ ン」

本 物 質 モ毎常 家兎 血壓 モ下降 セ シムル モ,前3

者 ニ比 シ遙 ニ共 ノ作用 弱 ク.最 小有效 量ハ5mgニ

シテ,血壓 ハ約10mmHg下 降 ス.増 量 シテ10mg

ニ至 レバ平 均15mmHgノ 下降 ヲ示 シ,尚 ホ夫 レ

以 上増量(20-30mg)ス ル モ,血壓 下 降値 ハ夫 レ

ニ伴ヒテ増加 セ ズ,又痙 攣發 作 ヲ伴 フ コ トナ シ.

以 上 ノ實驗 ニ據 レバ,之 等 「ス ト リヒ ニン誘 導

體」 ノ家兎 正常 血壓 ニ對 スル 作用 ハ,「 ス トリヒニ

ン」 ト其 ノ趣 ヲ異 ニ シ何 等上昇 作用 ヲ示 スコ トナ

ク,少 量 ヨ リ大 量(痙 攣發 作 ヲ惹起 スル量)ニ 至

ル 迄 何 レモ 血壓 ヲ下 降 セ シム.而 シテ其 ノ下 降作

用 ハ多 クハ一 過 性 ナ リ.就 中該 作用 ノ最 モ強 キ ハ

「硫酸 エ チ ール ス ト リヒ ニンII」 ニ シテ,「 硫酸 エ

チー ル ス ト リヒニ ンI」 及 ビ 「ヨー ドエ チ ール ス

ト リヒ ニン」之 ニ次 ギ,「 ス ト リヒニ ン酸 エ チール

ペ タイ ン」 遙 ニ弱 シ.

B「 抱 水 ク ロ ラー ル」ヲ以 テ 前處 置

セ ル 家 兎 ノ血壓 ニ對 ス ル作 用

上 述 ノ如 ク之 等「ス ト リヒ ニ ン誘 導體 」ハ 正 常

家 兎 ノ血壓 ヲ下降 セ シムル モ ノナル ガ,斯 ク ノ如

キ 作用 ハ豫 メ「抱 水 ク ロラ ール 」ヲ以 テ麻醉 ニ陷 ラ

シ メ,同 時 ニ血管 運 動 中樞 ヲ麻痺 セ シメ タル 家 兎
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ニ於 テモ同樣ニ 現 ル ル ヤ否 ヤ ヲ實驗 セ リ,「 抱 水

クロ ラ ール 」1g(對體 重1kg)ヲ 家 兎 ノ皮 下 ニ注

射 シ,血壓 ノ徐 々 ニ下降 シ50-60分 後(最 低50-

60mmHg)略 ボ一 定 セル 時,之 等誘 導體 ノ種 々 ノ

量ヲ注 射 シ血壓 ニ及 ボ ス影 響 ヲ窺 ヒ タル ニ,之 等

誘 導體 ハ 正常 家兎 ニ於 ケル ト同樣 ニ依然 トシテ血

壓下降 作用 ヲ呈 シ,且 其 ノ強度 モ 「抱 水 クロラ ー

ル 」前處 置 ニ ヨ リ何 等影 響 セ ラルル コ トナ シ.

即チ 「抱 水 クロ ラール 」 前處 置 ニ於 テ モ,之 等

誘 導體 ハ少 量 ヨ リ大 量 ニ至 ル迄 血壓 下 降作 用 ヲ現

シ,持續 時間 モ 正常 時 ト異 ル所 ナ シ.サ レバ之 等

誘 導體 ノ血壓 下 降 作用 ハ主 トシテ 末梢 性作 用 ノモ

ノナ ル ベ シ.

C 「ア ド レナ リ ン」及 ビ「ア ド レナ ロ

ン」ノ作 用 ニ及 ボ ス 影 響

「ア ドレ ナ リン」及 ビ「ア ドレナ ロ ン」ガ末 梢血 管

ヲ收 縮 セ シ メ,血壓 ヲ上 昇セ シ ムル コ トハ 既明 ノ

事實 ニ シテ,又 「ア ドレナ ロ ン」ノ少量 ハ 血壓 ノ下

降 ヲ來 スコ トハ,Elliot27),藤 田28),谷29)等 ノ實驗

ニ ヨ リ明 カナ リ.余 ハ之 等2物 質 ト 「ス トリヒ ニ

ン誘 導體 」 ト ノ作用 開 係 ヲ觀 察 セ ン トシテ,先 ヅ

此兩 交感神經 毒 ノ血壓 作用 ヲ檢 シ,以 テ 之 等誘導

體作用 後 ニ之 等兩 物 質 ヲ作 用 セ シ メテ,其 ノ作用

ヲ比 較 セ リ.而 シテ實驗 ニ際 シテ先 人 ノ所 見 ニ基

キ 「ア ドレ ナ リン」 ハ 血壓 上 昇 ヲ呈 スル0.003-

0.005mgヲ,「 ア ドレナ ロ ン」ハ著 明 ナル 血壓 下 降

ヲ呈 スル0.3-0.5mg,及 ビ血壓 ヲ上昇 セ シムル

3mg或 ハ夫 レ以 上 ノ量 ヲ使用 セ リ.

先 ヅ「硫 酸 エ チ ール ス ト リヒニ ンI」 ノ著 明 ナル

血壓 下降 ヲ呈 スル 量0.3-0.5mgヲ豫 メ注 射 シ タル

後數 分 ヲ經 テ,「 ア ドレ ナ リン」ノ前記 ノ量 ヲ注射

シテ夫 等 ノ作 用 ヲ觀 察 シ タル ニ,「 ア ドレナ リン」

ハ斯 ル 量ニ 於 テハ「硫酸 エ チール ス ト リヒニ ンI」

作用 後 ニ於 テモ依 然 トシ テ其 ノ本 來 ノ上 昇作 用 ヲ

呈 セ リ.即 チ「ア ドレナ リン」ノ作 用 ハ本物 質 前 ノ

投與 ニ ヨ リ何 等抑制 セ ラル ル コ トナ シ(第10圖A).

次 ニ「ア ドレナ ロ ン」ト ノ相 互關 係 ヲ觀 タルニ,

「ア ドレナ ロ ン」0.3-0.5mgノ 如 ク單獨ニ テ 血壓

ヲ下降 セ シム量 ニ於 テ ハ,「硫酸 ニ チ ール ス ト リヒ

ニンI」 作用 後ニ 於 テ モ依 然 トシテ 血壓 下降 ヲ呈

ス.又 血壓 上昇 ヲ來 ス 「ア ドレナ ロ ン」 ノ量3mg

以 上 ニ於 テ ハ本物 質 作用 後 ニ於 テ モ,依 然 トシテ

「ア ドレナ ロ ン」ノ作 用 ハ抑制 セ ラルル コ トナ ク血

壓上 昇 ヲ呈 シ,其 ノ單獨 作 用 ノ場 合 ト殆 ド異 ル所

ナ シ(第10圖B).

第10圖

A「 硫 酸 エ チール ス トリヒ ニンI」0.3mg-「 ア ドレ ナ リン」0,003mg適 用
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B「 硫 酸 エ チー ル ス トリヒ ニンI」0.5mg-「 ア ドレナ ロン」3mg適 用

又 之 ト反對 ニ,豫 メ「ア ドレナ リン」又 ハ 「ア ド

レナ ロ ン」 ヲ作 用 セ シメテ血壓 上 昇 ヲ呈 シタル家

兎 ニ於 ケル 本物 質 ノ作用 ハ,依 然 血壓 下 降 トシテ

現 レ,其 ノ下降 程 度 モ單獨 作 用 ニ於 ケル 場合 ト殆

ド異 ラザル カ,或 ハ僅 ニ抑制 セ ラル ル ヲ觀ル.他

ノ3物 質 ニ於 テ モ「ア ドレナ リン」及 ビ 「ア ドレナ

ロン」トノ關 係 ハ,「硫 酸エチー ル ス トリヒニ ンI」

ノ場 合 ト同樣 ナル 實驗 成績 ヲ得 タ リ.

由是觀 之,之 等「ス トリヒ ニン誘導體 」ノ血壓 下

降 作用 ハ末梢 性 作 用 ニ基 クモ ノナ レ ドモ,交 感神

經系 ニ關 與 スル 所尠 ク,又 之 ニ既 述 ノ心臟 及 ビ血

管作 用 ニ就 テ ノ成 績 ヲ加 味 シテ考 フレ バ,血壓 下

降 ニ際 シテハ之 等 誘導體 ノ心臟 機 能 減弱 作用 ガ重

要 ナル 一役割 ヲ演ズ ル ニ非ザ ル ヤ ト想像 セ ラル.

V 總 括

1. 之 等 「ス トリ ヒニ ン誘 導體 」ハ正 常 蛙 摘

出心臟 ニ對 シ少 量 ヨ リ大 量 ニ 至 ル 迄 麻 痺 的 ニ

作 用 シ,心臟 ノ收 縮 作 用 ヲ 抑 制 シ脉 搏 ノ緩 徐

ヲ來 ス.其 ノ侵 襲點 ハ 自 律神經 系 ニ 關 與 ス ル

所尠 ク,主 ニ心 筋 自 己 ニ 存 在 ス ル モ ノ ノ如 ク,

之 等 誘 導體 ニ ヨ ル心臟 衰 弱 ハ「カ ン フ ル」,「ス

トロ フ ア ン チ ン」 ニ ヨ リ一程 度 迄 制 止 セ ラ ル.

而 シテ其ノ作用強度 ヲ「ス トリヒニン」ト比較

スルニ,最 小有效 量ハ他 ノ3誘 導體 ニ於 テハ

「ス トリヒニ ン」約10倍 「ス トリヒニン酸エチ

ールペタイ ン」ニ於 テハ「ス トリヒニン」ノ約

100倍 ニ シテ,心 搏動停止 ヲ來 ス全麻痺量ハ

前3物 質 ニ於テハ 「ス トリヒン」ノ50倍 以 上

ニシテ,作 用強度 ハ何 レモ「ス トリヒニン」ヨ

リ遙ニ弱シ.

2. 之 等 誘導體 ハ家兎耳殼血管,蛙 後肢血

管竝 ニ家兎 小腸血管ニ對 シ,少 量 ヨリ大量 ニ

至ル迄毎常收 縮作用ヲ呈 シ,家 兎耳殼 血管ハ

青蛙後肢血管ニ比シ 之等誘導體 ニ對 スル感受

性稍 々強 キガ如 ク,家 兎小腸血管ハ前2者 ヨ

リ感受性遙ニ弱 シ.其 ノ侵襲點 ハ主 トシテ血

管筋自己ニ存 シ,交 感神經 ニ對 スル作 用ハ之

ヲ認ムル能 ハズ.而 シテ「ス トリヒニン」ト其

ノ作用法竝 ニ作用強度ヲ 比較 スルニ,「ス トリ

ヒニン」 ニ於 テハ少量 ニテハ收縮作用ヲ,中

等量ニテハ擴 張作用ヲ 呈 シ,大 量 ニテハ場合

ニ ヨリ收縮 又ハ擴張作用 ヲ認 ムルモ,之 等誘

導體 ニ於テハ終始收 縮作用ノ ミニテ,之 等誘

導體 ハ「ス トリヒニン」ト作用法ヲ 異 ニスル ヲ
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見 レドモ,兩 者ノ最小有效量ニ於テハ大差ナ

シ.

 3. 之 等 誘導體 ハ之 ヲ靜脉内 ニ注射 セバ,

比 較的 少量 ニ於 テ注射後直チニ一時的 ニ正常

家兎血壓 ヲ下降 セシメ,該 作用 ハ一定量迄 ハ

分量 ノ増加ニ伴 ヒテ増強 ス.「 抱水 クロラー

ル」 ヲ以 テ前處置 セル家兎ニ 於テモ血壓下降

ハ正常家兎ニ 於ケル場合 ト同樣著明ニ現 ルガ

故ニ,本 作用 ハ血管運動中樞 ノ麻痺 ニ基 クモ

ノニハ非ザルベク,「 ア ドレナ リン」及 ビ「ア

ドレナロン」 ニ對 スル拮抗作用ハ認 メザルニ

ヨリ,交 感神經 ニハ關與 スル所尠 キモノ ト認

メラレ,又 末梢血管 ニ對 シテ ハ收縮作用 ヲ呈

スルヲ以 テ,之 等誘導體 ノ血壓下降作用 ノ機

轉 ハ不詳 ナル モ,之 等物質ニ ヨル心臟機能減

弱作用ガ或程度迄影響 セルモノ ト想像 ス.

 4. 之 等4「 スト リヒニン誘導體」ノ心臟,

血管竝ニ血壓 ニ對 スル作用ハ,何 レモ 「硫酸

エチールスト リヒニ ンII」 最 モ強 ク,「 硫酸

エチール ス トリヒニンI」 及 ビ 「ヨー ドエチ

ールス トリヒニ ン」之ニ次 ギ稍 々劣 リ,「 ス ト

リヒニ ン酸エチ ールベタ イン」ハ遙ニ弱 シ.
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